
資料　１

平成２７年度事業の進捗状況

№ 予算額

4,530

2,480

3,700

75

1,500

750

1,030

1,620

1,800

775

1,000

740

合計 20,000 【単位：千円】

年４回の開催予定。第1回を5月22日、第2回を7月27日開催。
第3回を10月後半、第4回を2月後半に実施する予定。中央区まちづくり懇話会12

2
区だより

（方向性：①②③④）

平成27年度は５号を７月に、６号を１月に発行予定。制作については、中央区役所各課（か
い）より10名の協力職員が企画・編集に携わり、５号については7月13日より配布。

3
中央区・校区カルタ制作事業

（方向性：①②）

・H27.3.31に出水校区カルタ50セット納品、小学校、コミセン等に配付。
・H27.6.7に出水小2年生の児童・保護者、地域住民約100名が参加した出水 校区カルタ大
会を実施。
・H27.6.19に帯山西校区カルタ制作業務委託の企画コンペ方式による業者募集の公告開
始。
・一新校区、黒髪校区、砂取校区カルタについては、制作業務委託契約に 向け、読み札案
と絵札案を整理しているところ。

4
中央区お宝探検事業

（方向性：①②）

5
井手の魅力再発見事業【新規】

（方向性：①②③④）

平成27年度は大井手をテーマとした学習会やまちづくりウォーク等を予定。
現在、大井手を守る会や熊本大学政策創造研究教育センターとの事業の取り組みを検討
中。11月にイベント開催で「まち歩き」を予定しており、事前に学習会等の開催とまち歩き
マップを作成予定。また、イベント後にシンポジウムを開催予定。なお、地域の小学校（白
川・託麻原・大江）へ事業の周知も行っておりイベント等の参加や今後の環境学習での活用
も検討依頼。

6

事業名 事業の進捗状況

1
みんなのまちづくり情報発信事業

（方向性：①②③④）

中央区内のまちづくり活動や魅力を取り上げ、これまでまちづくりや地域との接点のなかっ
た人も興味を引くような雑誌を制作し、中央区内の公共施設のほか、郵便局、病院、美容院
などに設置。平成26年度から５号「つなぐ」、６号「きずく」とテーマを設定し、取材。平成27年
度は、７号「そだてる」を９月頃、８号「かたる」を１月頃に発行予定。

アクティブシニア増殖プロジェクト

（方向性：①②③④）

7
地域コミュニティづくり支援補助金

（方向性：①②③④）

・H27.3.3～自治会・校区自治協議会等にチラシを配布し、募集開始。H27.5.29 の〆切まで
に、予算総額1,000千円に対し、7団体956千円の企画提案があった。
・H27.6.30に審査委員5名による審査会実施し、全団体採択された。

11月以降からアクティブシニアとして活動したい人を対象に研修を実施。地域のニーズに合
うように、アンケート調査や地域活動をされている本懇話会委員から意見などを聴取し、そ
の内容を参考に研修等を組み立てる。研修は5回程度実施、実際に地域活動をしている方
とのワークショップや地域でのイベント参加など実践的な研修を組み入れる予定。

8
校区の町内割入電子地図の作成と活用

（方向性：③④）

平成26年度作成した町内割入電子地図を活用し、7月末から10月にかけて研修会を開催す
る予定。現在、19校区の自治協議会等に対し案内を行い、参加募集中。子育てマップや高
齢者マップ等の作成方法を学び、校区ごとのまちづくり活動に活用する。

要望の状況をみながら、事業継続について検討する。
11

中央区防災キャラバン

（方向性：④）

３校区で実施予定で、校区自治協議会等に働きかけて募集中。７月後半に開催される「地
域防災に関する研修会」の際にもＰＲし、募集する予定。

9
水前寺賑わいづくり支援事業

（方向性：②）

6月17日に平成27年度第1回水まち水前寺実行委員会が開催され、平成27年度の「水まち
水前寺にぎわい祭り」の日程は11月7日、8日の二日間開催と決定。戸井の外公園と水前寺
成趣園参道の二会場での実施に向けて検討・準備中。今後、8月と10月に実行委員会が開
催される予定。

10
食べて、話して、繋がろう中央区【新規】

（方向性：④）

平成27年度は、夏祭り等の事業にも補助金を活用できるよう、募集の〆切を
2ヶ月前倒ししたものの、周知期間が短く、3年連続で応募総額が予算額を下
回った。しかし、審査委員からは、斬新で先駆的な事業が多いとの評価もいた
だいたので、平成28年度に向け、様々な方法で各種団体に周知していきたい。

予算を伴う事業としては平成27年度で終了予定。研修で学んだことを活かし、
各校区の特性に応じて作成したマップを活用しながら、まちづくり活動を推進し
ていく。

将来的には地域主体で実施する予定であるが、事業開始して２年目なのでし
ばらくは支援の継続が必要と思われる。

方向性１～きらりとひかる品格ただようまちをつくる                   　   方向性３～ほっとできる安全で安心なまちをつくる
方向性２～わくわくがあふれる活力と賑わいのあるまちをつくる 　    方向性４～いきいきと暮らせる健やかなまちをつくる

19校区すべてに応援隊員を育成し「食事や会話を大事にすることは命や人とし
ての尊厳を大切にすること」をテーマに講演会や地域活動を実施し、中央区が
繋がる活動を推進する。また、食の思い出エピソード等の冊子を作成したい。

6月20日、21日、応援隊隊員育成研修会を開催（13校区32名育成）、第1回区民講演会を7
月5日に開催（126名参加）。現在『食の思い出エピソード』を募集中。食に関する講演会（11
月27日）で同エピソードの表彰を計画している。1回/月の会議を予定。

平成２８年度の事業見通し

年2回の発行を継続していく予定。

平成28年度は、大井手に加えて白川を含めた事業イベントの開催を、関係団
体と実施検討する。また、大井手について、地域の子供たちや近隣住民、関係
団体への環境学習の教材（パンフレット・リーフレット作成）を作成も検討する。

H27.5.29の第9回中央区校区連絡会議で、引き続き「校区カルタ」を制作したい
校区を募集していることを周知したが、今のところ新たな応募はあっていない。
出水校区カルタのサンプル等を活用し、引き続き「校区カルタ」制作を希望する
校区を募集していく予定。

引き続き、アンケートも参考にしながら継続して発行していきたい。発行時期、
発行回数等は検討していく。

平成27年度の実施状況をみながら、平成28年度については継続を含め検討す
る。

会議や個別の声かけなどで、お宝探検事業の実施を希望する団体を募集しているが、決定
には至っていない。
碩台校区では、自治会長が校区の歴史遺産を若い世代に伝えたいという希望を持っておら
れるため、今後有志を集ってまち歩きを実施し、歴史マップを完成させる予定がある。
白川校区では、青少年健全育成協議会会長が主体となり、地域の人から校区のお宝を集
めて、校区のまち歩きを実施する予定がある。
どちらの校区も関係者の同意や協力が必要であり実施時期等は未定。

新たなお宝を発見するというやり方は、校区の負担感も大きく、実施を希望する
団体が少ない状況である。校区に負担が少ない形での実施が出来るよう、中
央区・校区カルタ制作事業との統合など実施方法を検討していく。


